
 
豊島区立明豊中学校 

第３学年 NO.２１ 

１０月３０日（金） 

明豊祭の作文を紹介します 
 毎日のように練習に励んだ明豊祭を終えて、今の思いをクラスから一人ずつ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面に続きます・・・ 

最後の明豊祭        ４組       

 この行事を通して団結力と絆を感じました。また、合唱を通してクラスのみんなで協力

することの大切さを学びました。 

 明豊祭に向けた放課後練習が始まった頃は、なかなかみんなの声がそろわず、思うよう

に歌うことができませんでした。音程やリズムを合わせることが難しく、どうしたらもっ

とよくなるか悩むこともありました。ですが、練習をしていくうちに少しずつ声がそろう

ようになり、気持ちも一つになっていきました。練習では自分のパートだけを頑張るので

はなく、他のパートもよく聞いてクラス全体でバランスのとれた一つの歌を作り上げるこ

とが大切だと感じました。歌をうまく歌えるように互いにアドバイスし合い、みんなで成

長することができたと思います。一人ではできないことも、みんなで力を合わせれば乗り

越えられると実感しました。 

 本番ではこれまで練習してきたことを思い出しながら、緊張もありましたが、心を一つ

にして歌いきることができました。歌い終わったときには、達成感とともに、みんなで最

後まで頑張ることができてよかったという気持ちでいっぱいでした。結果だけではなく、

本番までの努力や仲間と協力した時間はとても大切な時間になりました。 

 僕は、合唱の他にも有志合唱も参加しました。これまで有志合唱に参加したことがな

く、友達に誘われて練習に参加したところ思いの外とても楽しく、本番では吹奏楽部の演

奏途中に前へ出て歌うことになっていても、緊張しないでワクワクしながら本番も楽しん

で歌うことができました。クラスの友達と練習するのが新鮮で、最後の明豊祭でいい経験

ができ、いい思い出にもなりました。何かを成し遂げるためには、一人一人が自分の役割

を理解し、仲間と一緒に協力することが大切だと学びました。みんなで一つの目標に向か

って努力することでクラスの仲が深まり、より強い絆が生まれたと感じました。 

 これからの学校生活でもこの明豊祭で学んだことを忘れずに、周りの人と協力すること

を大切にしていきたいと思っています。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ESAT‐J受験案内の手引き≫ 

 

               最後の明豊祭を終えて     ３組       

 ３年生としての明豊祭はとても思い出深く、記憶にも残るものになりました。 

 まず、明豊祭実行委員ができたことです。みんながどうすればまとまるのか、どうすれば最後に

楽しかったと思えるのか考えたこともありました。しかし、今回の明豊祭が思い出深くなった理由

の一つとして、「このクラスだったから」という理由が大きいと明豊祭を終えてみて感じます。３

組は、私たち明豊祭実行委員が考えるすきもないほどクラスメイトが意見を出してくれて、みんな

で一つのものを作り上げていく楽しさを感じることができました。だからこそ私たちが練習してき

た成果が結果としてついてこなかったことがとても悔しかったです。でも、クラス全体で悔しいと

思えた時間や他クラスとお疲れ様を言い合える時間を得られたことに一番の喜びを感じました。 

 残り少なくなってきた中学校生活。今回感じることのできた喜びや学びを生かし、卒業式までク

ラスで過ごす時間を大切にしていきたいです。最後の明豊祭がこんなにも思い出に残るものになっ

て良かったです。 

 

 

 


